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　We propose a model for housing in bad areas of geographical conditions such as mountainous 
areas, prompting the settlers. regarded as an element of context "forest", "slope" in that 
mountainous areas. Proposal of a new architectural forms and aims, the fusion of architecture 
and natural landscape, we will continue to study there.
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　現在、全国各地の中山間地集落において衰退化が多く
見受けられる。
それは、現在の少子高齢化や地方における人口減少等に
よる社会的な要因が強く、特に現在の高齢化が進みつつ
ある社会情勢においては、山間地域等、地勢の地理的条
件が比較的良くない地域においては顕著に見られること
である。
　今回敷地として、取り上げる埼玉県飯能市上直竹上分
集落においてもそのような現象が近年急速に進みつつあ
り、問題とされている。
　提案としては、対象集落の新たな集落モデルを提案す
ることで山間部という、里山であったり自然であったり
その中に住まう事の価値を再発見をしていきたいと考え
ている。山間や里山の中における住居として、かつての
開発のような暴力的な開発ではなく、自然に対してロー
インパクトな建築を目指し、また新たな里山景観を作り
出すということをサブテーマとしたい。
それらのテーマを根底に、過疎化しつつある集落におけ
る I ターン希望者や U ターン希望者等の定住希望者のた
めの住宅モデルの提案をする。
１．設計概要　―問題背景から提案へ―
図 1　既存集落写真
図 2　既存集落写真 2
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既存集落は斜面地にある集落であり非常に魅力的な面を
多数もっているといえる。
例えば、 斜面地にも関わらず多様な動線を持っており
各々の場所がクローズドになっているのではなく、多様
な繋がりを見せていることや傾斜が緩い、逆に極端に急
な道であったり、大回りな車道であったり、様々な道が
ある空間構成を見ることができる。
一つの住戸をクローズアップしてみる。（図４）
この住戸は陶芸家が住んでいる住戸であり、焼き釜など
がおいてある工房は母屋とは離れた場所に配置してあ
る。
横の道を通る人から活動が見えあう関係性が構築されて
いる。
また 2 階部分はギャラリーとしており、スロープ状に
上っている裏の道からは２階の作品が覗け、また自由に
入れるように 梯子をかけていた、住民独自の工夫をし
ていた。
それらの既存の集落の構成方法を発展させる形で新しく
提案する住居にも活かしたいと考えており、車道であっ
たり、または全体を張り巡らすような動線であったり、
上と下を直接つなぐ階段であったり、様々な動線を張り
巡らして、斜面地だが、様々な出会いやコミュニケーショ
ンが生まれる住居を提案する。
　
スタディをしていく中で様々な形態をモデルとして作っ
たのであるが、私が今回の提案で用いた形態は塔のよう
に垂直性を持った形態を採用をすることとする。
そのメリットを下記にあげてみる。
①垂直性を持った塔状の建物とすることで、基礎を最小
限にすることができる。
②森林の中に作る場合、既存の木をなるべく避けながら
建てることが可能となる。
③木と同じスケール感で建築が存在することで、森林の
中に溶けこむような景観を得ることができるのではない
か。
④斜面においてはブリッジで繋がる事により、レベル差
を超えて繋がる事ができる。
２．設計手法　―既存集落調査―
３．設計手法　―形態スタディ―
畑
山のてっぺんに開けた畑がある
①
③
②
④
２F 部分がギャラリーになってい
て、梯子をかけて入れるようにし
ている。
歩いてると、工房での作業風景が
垣間見れる。
母屋
工房
図３　黒指地区俯瞰図
図４　１つの住戸
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４．提案　―等角投影図―
５．提案　―パース―
６．結論　
各住戸への動線棟 住戸４
住戸１ 住戸５
住戸２ 集会・研修施設
住戸３
車の動線
人の主要動線
斜面の人の動線
共有部屋
全 5 戸の集落の中における小さな住戸の「まとまり」として計画をする。各々の住戸は物理的な距離は離れている離
散型であるといえる。しかしながら回廊状に構成されたブリッジであったり、斜面を通れる道であったりレベル差を
一気につなぐエレベーターを備えた動線棟であったり様々な動線で各住戸同士に繋がりが生まれる。
集落全体としてまとまることもできるし、一つの個として存在もし得る、そのような構成をここでは採用する。
木と同じようなスケール感で存在する建築は森の中に溶
けこむような新たな集落としての景観を作り出せるので
はないか。
最上階の居間では木々を上から眺める事ができる。
建ててこそはじめて体験できる視点であるといえる。
この世間ではあまり知られていない魅力的な集落の価値を再発見し、その手法を発展させ、ここに新しく定住を
希望する人達の住居を作る。これは現在都市に住む人達にとっても非常に魅力的な棲家となり得ると考えられる
し、過疎化しつつある上直竹上分集落にとってもメリットとなる事であると考えている。
また、新たな風景の創造と「斜面」、「森林」での効率的かつ魅力的な住まい方を提案する。
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